
春

夏
3

　
穏
や
か
な
春
の
日
々
に
の
ん
び
り
と
散
策

す
る
の
に
お
す
す
め
の
場
所
で
す
。

夏
の
夜
空
に
平
和
を
願
う
、
花
火
の
祭
典

　
区
で
は
昭
和
59
年
に
、
世
界
の
恒
久
平
和

と
人
類
の
永
遠
の
繁
栄
を
願
い
平
和
都
市
宣

言
を
行
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
毎
年
８
月
15

日
に
大
田
区
平
和
都
市
宣
言
記
念
事
業
「
花

火
の
祭
典
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ズ
や
和
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

平
和
記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
後
に
六
郷
土
手
の
多
摩
川
河
川
敷
で
打
ち

上
げ
ら
れ
る
５
０
０
０
発
の
花
火
は
毎
年
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
、
暑
い
中
、
多
く

の
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
す
。
終
戦
70
年
と
い

う
節
目
の
年
と
な
っ
た
昨
年
は
、

全
国
の
花
火
業
者
10
社
か
ら
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
花
火
の
打

ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
花
火
の
打
ち
上
げ
は
、
区

民
の
方
の
み
な
ら
ず
、
区
外
の
方

か
ら
も
広
く
寄
せ
ら
れ
る
協
賛
金

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
約

７
１
１
万
円
あ
ま
り
の
額
に
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
62
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

花
火
の
打
ち
上
げ
で
す
が
、
当
初

参
加
者
は
２
万
人
だ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は

12
万
人
に
も
の
ぼ
る
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
毎
年
、
花
火
を
鑑
賞
し
た
人
か
ら
は
、

「
迫
力
と
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
」「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

紅
葉
の
秋
、
田
園
調
布
の
銀
杏
並
木

　
田
園
調
布
は
、
扇
状
に
区
画
整
備
さ
れ
た

道
路
と
、
み
ど
り
が
多
く
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
が
魅
力
の
住
宅
街
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
か
ら
放
射
状
に
植
え
ら
れ
た
銀
杏
並
木

は
秋
に
な
る
と
黄
色
く
色
づ
き
、
見
事
な
黄

金
ロ
ー
ド
と
な
っ
て
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
す
。

の
渡
し
」
が
あ
っ
た
多
摩
川
に
、
中
原
街
道

が
ぶ
つ
か
る
位
置
に
あ
た
り
ま
す
。

　
中
原
街
道
は
、
江
戸
か
ら
相さ

が
み
の
く
に

模
国
の
平
塚

中
原
に
通
じ
る
道
で
、
中
原
産
の
食
酢
を
江

戸
に
運
ぶ
運
送
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め
、

〝
御
酢
街
道
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
道
で
す
。

す
で
に
近
世
以
前
に
存
在
し
、
徳
川
家
康
が

江
戸
に
入
国
し
た
際
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
坂
は
こ
の
街
道
に
あ
る
切
通
し
で
、
昔

は
「
沼
部
の
大
坂
」
と
い
い
、
勾
配
が
き
つ

く
荷
車
な
ど
の
通
行
は
大
変
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
辺
り
の
村
落
は
旅
商
人
の
往
来
で
に

ぎ
わ
い
、
腰
掛
け
茶
屋
な
ど
が
坂
道
の
両
側

に
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
に
な
る
と
街
道
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
道
幅
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
切
通

し
に
し
て
勾
配
が
緩
や
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
５
年
、
昭
和
天
皇
の
即
位
御
大

典
記
念
と
し
て
地
元
有
志
に
よ
り
両
側
に
桜

の
木
が
植
え
ら
れ
て
「
桜
坂
」
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。

　
丸
子
橋
が
完
成
し
、
昭
和
10
年
に
中
原
街

道
が
現
在
の
位
置
に
変
更
さ
れ
る
と
、
丸
子

の
渡
し
は
廃
止
と
な
り
、
桜
坂
の
あ
る
通
り

は
旧
街
道
に
な
り
ま
し
た
。

　
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
桜
坂
の
存
在

は
、
地
元
の
人
の
間
で
は
中
原
街
道
か
ら
多

摩
堤
通
り
に
抜
け
る
道
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
よ
う
な
桜
の
名
所
と
し

て
の
全
国
的
な
知
名
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
し
か
し
、「
桜
坂
」
の
ヒ
ッ
ト

後
は
桜
の
季
節
は
渋
滞
が
発
生
す

る
ほ
ど
の
人
気
で
、
１
日
に
約
５

０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
桜

が
咲
い
て
い
な
い
時
期
で
も
若
者

が
立
ち
寄
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
約
30
本
の
桜
が
春
に
は
花
の
ト

ン
ネ
ル
と
な
り
、
訪
れ
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
道
路

沿
い
の
桜
並
木
と
併
せ
て
、
坂
の

上
に
架
か
る
桜
橋
の
赤
い
欄
干
が

風
景
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。

大田区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

福山雅治さんの「桜坂」の大ヒットで一躍有名スポットに

桜 坂
アクセス ▼田園調布本町19番付近
　　　　　東急多摩川線「沼部駅」下車徒歩約１分

桜橋の上から
見ると桜が
より身近に
見えますよ！

「花火の祭典」※毎年８月15日開催

大田区平和都市宣言記念事業

アクセス ▼西六郷四丁目地先（多摩川河川敷）
　　　　　京浜急行線「六郷土手駅」下車徒歩約５分

アトラクションでの大田区太鼓連盟の和太鼓演奏の様子

広報担当おすすめ
お
得
情
報

アトラクション・平和
記念式典は見られませ
んが、花火を見るなら
会場の上流にある区民
広場が穴場です。

広報担当おすすめお得情報
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お
す
す
め
の
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

春
の
桜
の
名
所
、
桜
坂

　
春
の
区
内
に
は
、
多
摩
川
沿
い
や
洗
足
池

公
園
、
池
上
本
門
寺
、
馬
込
桜
並
木
な
ど
桜

を
観
賞
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
、

花
盛
り
を
迎
え
る
時
期
に
は
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
発
表
さ
れ
た
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
福
山
雅
治
さ

ん
が
歌
わ
れ
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
桜
坂

も
そ
ん
な
桜
の
名
所
の
一
つ
で
す
。

　
東
急
多
摩
川
線
沼
部
駅
か
ら
東
光
院
前
を

と
お
り
、
北
東
へ
向
か
っ
た
田
園
調
布
本
町

に
あ
る
桜
坂
は
、
石
垣
に
は
さ
ま
れ
た
緩
や

か
な
坂
道
で
す
。

　
沼
部
駅
周
辺
は
、
か
つ
て
渡
し
場
「
丸
子

　
東
京
23
区
の
最
南
端
に
あ
る
大
田
区
は
、

海
と
川
に
臨
む
武
蔵
野
台
地
の
先
端
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
昔
か
ら
人
が
住
み
や
す

く
、
さ
ら
に
交
通
の
要
路
で
も
あ
っ
た
た
め
、

区
内
に
は
日
本
考
古
学
上
最
初
の
遺
跡
で
あ

る
大
森
貝
塚
、
多
摩
川
沿
い
に
点
在
し
て
い

る
古
墳
群
、
中
世
以
来
の
歴
史
を
も
つ
洗
足

池
、
日
蓮
聖
人
が
最
期
の
日
々
を
過
ご
し
た

と
さ
れ
る
池
上
本
門
寺
な
ど
、
多
く
の
史
跡

や
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
埋
め
立
て
地
か
ら
な
る
臨
海
部
で

は
、
野
鳥
公
園
や
海
浜
公
園
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
区
内
に
は
、
１
年
を
通
し
て
い
つ
訪
れ
て

も
そ
の
季
節
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
楽
し
め

る
見
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、

海
と
川
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
人
々
が
行
き
交
い
、
栄
え
て
き
た
大
田
区
。

区
内
に
は
文
化
財
や
歴
史
的
名
所
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
の
名
所
な
ど
、

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
自
然
が
身
近
に
あ
る
の
も
区
の
魅
力
の
一
つ
。

毎
年
８
月
に
夜
空
を
彩
る
花
火
の
祭
典
や
、
冬
の
風
物
詩
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
、

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

見
所
いっ
ぱ
い
の
大
田
区

大田区には四季折々の魅力がある。これからの季節、区内のい
ろいろな場所で咲き誇る桜から春の訪れを感じることができる。
写真は左上より、桜坂、洗足池公園、池上本門寺、馬込の桜

大
田
区
四
季
め
ぐ
り

　
　〜
春
夏
秋
冬
、季
節
を
感
じ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
〜

広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

大田区

とんび凧の特徴は独特なその形にある。写真
は区役所本庁舎３階に飾られているとんび凧
（横5.7×縦2.7m）。区立郷土博物館の常設
展示でもとんび凧を見ることができる
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の

上
に
架
か
る
桜
橋
の
赤
い
欄
干
が

風
景
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。
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春

夏
3

　
穏
や
か
な
春
の
日
々
に
の
ん
び
り
と
散
策

す
る
の
に
お
す
す
め
の
場
所
で
す
。

夏
の
夜
空
に
平
和
を
願
う
、
花
火
の
祭
典

　
区
で
は
昭
和
59
年
に
、
世
界
の
恒
久
平
和

と
人
類
の
永
遠
の
繁
栄
を
願
い
平
和
都
市
宣

言
を
行
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
毎
年
８
月
15

日
に
大
田
区
平
和
都
市
宣
言
記
念
事
業
「
花

火
の
祭
典
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ズ
や
和
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

平
和
記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
後
に
六
郷
土
手
の
多
摩
川
河
川
敷
で
打
ち

上
げ
ら
れ
る
５
０
０
０
発
の
花
火
は
毎
年
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
、
暑
い
中
、
多
く

の
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
す
。
終
戦
70
年
と
い

う
節
目
の
年
と
な
っ
た
昨
年
は
、

全
国
の
花
火
業
者
10
社
か
ら
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
花
火
の
打

ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
花
火
の
打
ち
上
げ
は
、
区

民
の
方
の
み
な
ら
ず
、
区
外
の
方

か
ら
も
広
く
寄
せ
ら
れ
る
協
賛
金

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
約

７
１
１
万
円
あ
ま
り
の
額
に
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
62
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

花
火
の
打
ち
上
げ
で
す
が
、
当
初

参
加
者
は
２
万
人
だ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は

12
万
人
に
も
の
ぼ
る
見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
毎
年
、
花
火
を
鑑
賞
し
た
人
か
ら
は
、

「
迫
力
と
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
」「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

紅
葉
の
秋
、
田
園
調
布
の
銀
杏
並
木

　
田
園
調
布
は
、
扇
状
に
区
画
整
備
さ
れ
た

道
路
と
、
み
ど
り
が
多
く
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
が
魅
力
の
住
宅
街
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
か
ら
放
射
状
に
植
え
ら
れ
た
銀
杏
並
木

は
秋
に
な
る
と
黄
色
く
色
づ
き
、
見
事
な
黄

金
ロ
ー
ド
と
な
っ
て
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
ま
す
。

の
渡
し
」
が
あ
っ
た
多
摩
川
に
、
中
原
街
道

が
ぶ
つ
か
る
位
置
に
あ
た
り
ま
す
。

　
中
原
街
道
は
、
江
戸
か
ら
相さ

が
み
の
く
に

模
国
の
平
塚

中
原
に
通
じ
る
道
で
、
中
原
産
の
食
酢
を
江

戸
に
運
ぶ
運
送
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め
、

〝
御
酢
街
道
〞
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
道
で
す
。

す
で
に
近
世
以
前
に
存
在
し
、
徳
川
家
康
が

江
戸
に
入
国
し
た
際
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
坂
は
こ
の
街
道
に
あ
る
切
通
し
で
、
昔

は
「
沼
部
の
大
坂
」
と
い
い
、
勾
配
が
き
つ

く
荷
車
な
ど
の
通
行
は
大
変
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
辺
り
の
村
落
は
旅
商
人
の
往
来
で
に

ぎ
わ
い
、
腰
掛
け
茶
屋
な
ど
が
坂
道
の
両
側

に
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
に
な
る
と
街
道
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
道
幅
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
切
通

し
に
し
て
勾
配
が
緩
や
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
５
年
、
昭
和
天
皇
の
即
位
御
大

典
記
念
と
し
て
地
元
有
志
に
よ
り
両
側
に
桜

の
木
が
植
え
ら
れ
て
「
桜
坂
」
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。

　
丸
子
橋
が
完
成
し
、
昭
和
10
年
に
中
原
街

道
が
現
在
の
位
置
に
変
更
さ
れ
る
と
、
丸
子

の
渡
し
は
廃
止
と
な
り
、
桜
坂
の
あ
る
通
り

は
旧
街
道
に
な
り
ま
し
た
。

　
閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
桜
坂
の
存
在

は
、
地
元
の
人
の
間
で
は
中
原
街
道
か
ら
多

摩
堤
通
り
に
抜
け
る
道
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
よ
う
な
桜
の
名
所
と
し

て
の
全
国
的
な
知
名
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
し
か
し
、「
桜
坂
」
の
ヒ
ッ
ト

後
は
桜
の
季
節
は
渋
滞
が
発
生
す

る
ほ
ど
の
人
気
で
、
１
日
に
約
５

０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
桜

が
咲
い
て
い
な
い
時
期
で
も
若
者

が
立
ち
寄
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
約
30
本
の
桜
が
春
に
は
花
の
ト

ン
ネ
ル
と
な
り
、
訪
れ
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
道
路

沿
い
の
桜
並
木
と
併
せ
て
、
坂
の

上
に
架
か
る
桜
橋
の
赤
い
欄
干
が

風
景
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。
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お
す
す
め
の
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

春
の
桜
の
名
所
、
桜
坂

　
春
の
区
内
に
は
、
多
摩
川
沿
い
や
洗
足
池

公
園
、
池
上
本
門
寺
、
馬
込
桜
並
木
な
ど
桜

を
観
賞
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
、

花
盛
り
を
迎
え
る
時
期
に
は
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
発
表
さ
れ
た
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
福
山
雅
治
さ

ん
が
歌
わ
れ
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
桜
坂

も
そ
ん
な
桜
の
名
所
の
一
つ
で
す
。

　
東
急
多
摩
川
線
沼
部
駅
か
ら
東
光
院
前
を

と
お
り
、
北
東
へ
向
か
っ
た
田
園
調
布
本
町

に
あ
る
桜
坂
は
、
石
垣
に
は
さ
ま
れ
た
緩
や

か
な
坂
道
で
す
。

　
沼
部
駅
周
辺
は
、
か
つ
て
渡
し
場
「
丸
子

　
東
京
23
区
の
最
南
端
に
あ
る
大
田
区
は
、

海
と
川
に
臨
む
武
蔵
野
台
地
の
先
端
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
昔
か
ら
人
が
住
み
や
す

く
、
さ
ら
に
交
通
の
要
路
で
も
あ
っ
た
た
め
、

区
内
に
は
日
本
考
古
学
上
最
初
の
遺
跡
で
あ

る
大
森
貝
塚
、
多
摩
川
沿
い
に
点
在
し
て
い

る
古
墳
群
、
中
世
以
来
の
歴
史
を
も
つ
洗
足

池
、
日
蓮
聖
人
が
最
期
の
日
々
を
過
ご
し
た

と
さ
れ
る
池
上
本
門
寺
な
ど
、
多
く
の
史
跡

や
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
埋
め
立
て
地
か
ら
な
る
臨
海
部
で

は
、
野
鳥
公
園
や
海
浜
公
園
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
区
内
に
は
、
１
年
を
通
し
て
い
つ
訪
れ
て

も
そ
の
季
節
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
楽
し
め

る
見
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、

海
と
川
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
人
々
が
行
き
交
い
、
栄
え
て
き
た
大
田
区
。

区
内
に
は
文
化
財
や
歴
史
的
名
所
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
の
桜
や
秋
の
紅
葉
の
名
所
な
ど
、

季
節
を
感
じ
さ
せ
る
自
然
が
身
近
に
あ
る
の
も
区
の
魅
力
の
一
つ
。

毎
年
８
月
に
夜
空
を
彩
る
花
火
の
祭
典
や
、
冬
の
風
物
詩
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
、

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

見
所
いっ
ぱ
い
の
大
田
区

大田区には四季折々の魅力がある。これからの季節、区内のい
ろいろな場所で咲き誇る桜から春の訪れを感じることができる。
写真は左上より、桜坂、洗足池公園、池上本門寺、馬込の桜

大
田
区
四
季
め
ぐ
り

　
　〜
春
夏
秋
冬
、季
節
を
感
じ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
〜
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内
で
毎
月
開
か
れ
る
個
性
的
な
手
作
り
雑
貨

の
マ
ル
シ
ェ
「
手
創
り
市
」
や
、
鬼
子
母

神
通
り
の
古
本
フ
リ
マ
「
み
ち
く
さ
市
」
な

ど
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
節
分
や
夏
市
、
盆
踊
り
、
大
鳥
神

社
酉
の
市
な
ど
昔
な
が
ら
の
年
中
行
事
も
大

切
に
受
け
継
が
れ
、
特
に
毎
年
10
月
に
行
わ

れ
る
法
明
寺
・
鬼
子
母
神
の
御
会
式
（
日
蓮

聖
人
の
忌
日
の
法
会
）
で
は
、
池
袋
駅
前
か

ら
明
治
通
り
や
目
白
通
り
を
と
お
っ
て
雑
司

が
谷
へ
と
、
う
ち
わ
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く

中
、
華
や
か
に
振
り
か
ざ
さ
れ
る
纏ま

と
い

を
先
導

に
、
枝し

垂だ
れ

桜
を
模
し
た
万
灯
が
何
台
も
練
り

歩
き
、
普
段
と
違
っ
た
ま
ち
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

昔
か
ら
の
自
然
や
文
化
を
感
じ
る
ま
ち

　
雑
司
が
谷
は
、
副
都
心
池
袋
の
南
に
隣
接

し
て
い
な
が
ら
、
繁
華
街
の
喧
騒
を
離
れ
、

ど
こ
か
懐
か
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
並
み

が
残
る
地
域
で
す
。
子
育
て
・
子
授
け
の
神

様
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
信
仰
を
集
め
る
鬼き

子し

母も

神じ
ん

堂
を
中
心
に
、
参
道
ケ
ヤ
キ
並
木
、

桜
名
所
の
法
明
寺
、
江
戸
時
代
に
将
軍
家
の

お
鷹
部
屋
が
あ
っ
た
雑
司
ヶ
谷
霊
園
、
季
節

の
草
花
で
彩
ら
れ
る
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館

な
ど
、
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
ま
ち
並
み
の

中
に
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
、
四
季

折
々
の
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

　
副
都
心
線
開
通
後
は
年
々
訪
れ
る
人
も
増

え
、
最
近
は
、
鬼
子
母
神
堂
や
大
鳥
神
社
境
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都
心
で
あ
り
な
が
ら
自
然
が
多
く
、
昔
か
ら
の
ま
ち
並
み
が
残
る
雑
司
が
谷
で
は
、

１
０
０
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
文
化
や
歴
史
を
伝
承
す
る
こ
と
を
掲
げ
、

地
域
団
体
や
住
民
、
自
治
体
の
協
力
に
よ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
取
組
は
、
平
成
26
年
度
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
（
以
下
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
）
が

推
進
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
に
も
登
録
さ
れ
、
地
域
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
た
い
ま
ち
、雑
司
が
谷

　
　〜「
プ
ロ
ジェク
ト
未
来
遺
産
」に
登
録
さ
れ
た
、地
域
の
文
化
や
歴
史
〜

雑
司
が
谷
の
ま
ち
並
み

地域が一体となり取り組んだ「『雑司が
谷がやがや』プロジェクト　歴史と文化
のまちづくり」が公益社団法人日本ユネ
スコ協会連盟「プロジェクト未来遺産」
に選ばれた（伝達式での様子）

秋

冬
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が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
も
開
発

当
時
の
理
念
を
受
け
継
ぎ
ま
ち
が

守
ら
れ
て
お
り
、
秩
序
あ
る
美
し

い
ま
ち
並
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
良
好
な
住
環
境
に
よ

り
、
田
園
調
布
は
ま
ち
の
評
価
が

高
く
、
人
気
の
居
住
エ
リ
ア
で
す
。

　
こ
の
ま
ち
の
顔
と
も
い
え
る
の

が
、
駅
の
西
口
か
ら
伸
び
る
銀
杏

並
木
で
す
。
同
心
円
放
射
状
の
街

路
の
う
ち
駅
か
ら
放
射
状
に
伸
び

て
い
る
３
本
の
比
較
的
広
い
道
沿

い
に
、
開
発
当
時
か
ら
植
樹
さ
れ

た
街
路
樹
の
銀
杏
が
連
な
り
ま
す
。

　
閑
静
な
住
宅
街
に
広
が
る
並
木
道
は
、

家
々
の
花
壇
や
生
け
垣
と
も
調
和
し
、
歩
い

て
楽
し
い
散
策
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
瀟
洒

な
家
並
み
が
連
な
る
素
敵
な
ま
ち
並
み
は
散

策
に
お
す
す
め
。
一
番
左
側
の
銀
杏
並
木
を

宝
来
公
園
ま
で
足
を
延
ば
し
て
歩
い
て
見
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

冬
の
風
物
詩
、
六
郷
ど
ん
ど
焼
き

　
多
摩
川
河
川
敷
で
は
毎
年
１
月
の
第
２
日

曜
日
に
、
今
で
は
都
内
で
は
あ
ま
り
見
か
け

る
こ
と
の
少
な
く
な
っ
た
正
月
の
伝
統
行
事
、

ど
ん
ど
焼
き
「
六
郷
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
田
園
調
布
の
住
宅
街
は
実
業
家
・
渋
沢
栄

一
の
計
画
に
よ
り
大
正
７
年
か
ら
開
発
さ
れ

た
、
日
本
で
最
初
の
住
宅
専
用
市
街
地
で
す
。

当
時
欧
米
で
広
が
っ
て
い
た
「
田
園
都
市
」

に
着
目
し
、
ま
ち
全
体
が
ひ
と
つ
の
公
園
の

よ
う
に
美
し
く
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
駅
東
側
は
主
に
商
業
地
域
と
し
て
、
西
側

は
住
宅
地
と
し
て
分
譲
さ
れ
、
と
く
に
西
側

は
駅
を
中
心
に
放
射
状
道
路
と
同
心
円
状
道

路
が
設
定
さ
れ
、
街
灯
、
街
路
樹
、
上
下
水

道
な
ど
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
場
や
公
園
も
整
備
さ
れ
、
敷
地

と
家
屋
の
面
積
の
割
合
、
道
路
や
隣
家
と
の

間
は
生
け
垣
を
用
い
る
な
ど
、
ま
ち
並
み
に

自
然
と
の
調
和
や
景
観
を
保
つ
た
め
の
配
慮

　
ど
ん
ど
焼
き
は
も
と
も
と
小
正

月
の
行
事
で
、長
い
竹
を
数
本
組

ん
で
立
て
、お
正
月
の
松
飾
り
や

し
め
飾
り
、
書
き
初
め
な
ど
を
持

ち
寄
っ
て
焼
き
、
そ
の
火
で
も
ち

や
芋
を
焼
い
て
食
べ
、
健
康
と
幸

福
を
祈
る
行
事
で
す
。

　
毎
年
、
焼
き
い
も
、
み
か
ん
、

甘
酒
、
お
し
る
こ
が
振
る
舞
わ
れ
、

長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で

す
。
子
ど
も
連
れ
の
家
族
の
姿
も

多
く
見
ら
れ
、
燃
え
上
が
る
炎
の

迫
力
に
見
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

目
を
見
張
る
姿
も
。
当
日
は
、
古
く
か
ら
こ

の
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
玩
具
「
六
郷
と
ん
び

凧
」
の
凧
上
げ
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
六
郷
と
ん
び
凧
と
は
、
六
郷
で
古
く
か
ら

伝
わ
る
鳶と

ん
びの
姿
を
模
し
て
作
ら
れ
た
凧
の
こ

と
で
、昔
、川
で
獲
っ
た
魚
を
河
原
に
並
べ
て

干
し
た
と
こ
ろ
カ
ラ
ス
の
群
れ
に
荒
ら
さ
れ

て
困
り
、
と
ん
び
凧
を
揚
げ
て
み
る
と
カ
ラ

ス
が
驚
い
て
逃
げ
た
こ
と
か
ら
盛
ん
に
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
物
の
鳥
さ
な
が
ら
に
空
を
舞
う
姿
は
圧

巻
で
、
今
で
は
正
月
の
恒
例
行
事
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　
凧
作
り
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
は
作
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
凧
揚
げ
を
行
い
ま
す
が
、

完
成
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
配
布

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
六
郷
ど
ん
ど
焼
き
と
と
ん
び
凧
揚
げ

は
、
社
会
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
古
く
か

ら
伝
わ
る
行
事
が
失
わ
れ
て
い
く
中
、
地
域

が
誇
る
歴
史
文
化
が
守
ら
れ
て
い
る
貴
重
な

例
と
い
え
ま
す
。
主
催
す
る
六
郷
ど
ん
ど
焼

き
の
会
や
六
郷
と
ん
び
凧
の
会
な
ど
、
地
元

関
係
者
に
よ
る
熱
心
な
活
動
が
こ
う
し
た
伝

統
行
事
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
正
月
事
納
め
の
行

事
に
参
加
し
て
、
す
が
す
が
し
い
気
分
で
新

し
い
年
を
迎
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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四季の移り変わりを映す街路樹。秋には
159本の銀杏が黄金色に輝く

田園調布の銀杏並木
アクセス ▼田園調布三丁目付近
　　　　　東急目黒線・東横線「田園調布駅」西口

広
報
担
当
おす

すめ
お得情報

駅前に立つ
と田園調布なら
ではの放射状の
まち並みがよく
わかります。

どんど焼きで一年の無病息災・五穀豊穣を
祈り、良い年を迎える

六郷どんど焼き
アクセス ▼東六郷三丁目25番地先（多摩川河川敷 六郷橋緑地）
　　　　　京急本線「六郷土手駅」下車徒歩約５分

火がつくとあっと
いう間に燃え上が
るので見逃さない
ように！
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